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1 . は じめに

19 90 年以降､ 市民 ボラ ンテ ィ アな どが中心とな っ て実施する定住外国人対象の 日本語教室

が増加して い る ｡ こ の 日本譜教室は､ 留学生や研修生を対象とする日本語教育とは以下 の よ

うな異 なっ た特徴を挙げる こ とができ る｡

①地域 の 日本語教室 の学習者は ､ 日本人の 配偶者､ 中国帰国者､ 労働者な ど､ 学生で はなく

日本に定住する生活者が多 い ｡

②教育機関にお ける 日本語教育が
一

定期間の 集中学習で あるの に対 し､ 地域 の 日本語教室 は

週 1 回90 分程度の 非集中的な活動である ｡

③地域 の 日本語教室 の教授者は無償の ボラ ン ティ アが多く､ ボラ ン ティ ア の 日本語教授経歴

はさまざまである ｡

こ の ような特徴を持つ 地域 の 日本語教室は ､ たとえば､ ｢ 地域 の 日本語教育活動+ ､ ｢ 地域
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日本語学習支援+ ､ ｢ 地域日本語活動+ な どと い うよう に ､ さま ざまな呼ばれ方を して い る ｡

筆者たちは､ 地域 の 日本語教室 の教授者の 多くが無償の ボラ ン ティ アで構成され､ また公民

館な ど ｢ 社会教育の 場+ で実施されて い る こ とに着目して ､ ｢ 教育+ や ｢ 学習支援+ と区別

する ため に ､ ｢ 地域 日本語活動+ と呼ぶ ことにする①｡

地域 日本語活動として の ｢ 日本語教室+ に は ､ 1 . 生活と密着した状況 に応 じた日本語 の

使 い 方を練習する場 (機会) の提供､ 2 . 生活に必要な情報､ 及び生活に関係する文化 ･

習

慣に 関する情報の 提供､ 3 . 長期滞在者の ための 日本語の 体系的な知識習得支援､ な どの 役

割が考えられる ｡

しかし､ ボラ ンテ ィ アがその ような役割をすべ て担うこ とは大きな負担で あり､ 現実問題

として ､ ボラ ン ティ ア対象に各地で 実施されて い る短期間の簡略的な研修を受けただけで は

効果的な活動を行う こ とは困難であ る ｡ ま た､ ｢ 長期滞在者の ため の 日本語の 体系的な知識

習得支援+ に 関して は ､ 行政が定住外国人 に対する言語支援また は言語サ ー ビス として実施

すべ きもの だとい う議論もある②｡

本稿で は､ 現在日本全国で展 開されて い る地域 日本語活動の 状況を概観し､ 地域日本語活

動の枠組みをまとめ ､･ 地域日本語活動に求められる もの に つ い て提案を行う｡

2
. 地
.
域日本語活動の 状況に つ い て

2
.
1 背 景

地域 の 日本語教室が開講される に至 っ た状況 は､ 以下の とおりである ｡ 1 98 0年代後半以降､

中国帰国者､ 日本人と結婚した人､ 日系南米労働者な どが急増した｡ 一

方､ 政府関係の公 的

な機関として は ､ イ ン ドシナ難民 の 受け入れや中国帰国者の 支援をき っ か けに ､ 政府の業務

委託を受け㈲ア ジア福祉教育財団内に難民事業部が発足 した｡ こ の 難民事業部により､ 兵庫

県姫路市に姫路定着促進 セ ン タ
ー

等が開設され日本語教 育が行われた③｡ ま た､ 19 90 年前後

から地域の 国際交流活動の 中核機関として 国際交流協会が各地 に設立された④｡ こ の ような

漁 れと平行して ､ 市民ボラ ン ティ ア によ る支援がは じま っ た ｡ こ の 支援は単に日本語学習 に

と どま らず､ 病院や市役所 へ の つ きそ い などの 生活支援 も含まれる⑤｡ 文化庁は ､ 2 00 1 年か

ら地域 日本語支援コ ー

デ ィ ネ ー

タ研修事業 (文化庁からの 委嘱事業として実際の 仲介 ･ 実施

①西口 (2 00 1) で は地域の 日本語教室が い ろ い ろな呼び方をされて い る こ とを指摘 して い る ｡ 筆者たちは

西口氏が提案した呼び方に従 っ て い る ｡

②山田 (20 03) p p .2 7-30 ､ 尾 崎 (20 01) p .3 1

⑨1 9 80 年 に神奈川県大和市に大和定着促進セ ン タ ー (1 9 9 8 年に閉所) ､ 1 9 83 年 に東京都 品川区国際救援セ

ンタ ー

､
1 98 4 年に埼玉県所沢市に中国帰国孤児定着促進セ ンタ ー (現在は中国帰国者定着促進セ ンタ ー )

が でき日本語教育が実施された ｡

④現在､ 国際交流協会は､ 約3 2 00 の 基礎自治体のうち9 00 の 自治体に設置され て い る ｡

⑤県民講座と して 日本で は じめて ｢ 日本語教師養成講座+ が実施され た の は､ 1 98 1 年の石川県金沢市の 市

民団体 ｢ 金沢を世界にひらく市民の 会+ だとされて い る ｡ そ の他1 9 80 年代には栃木県宇都宮市
,
宮城県仙

台市等におい て市民活動の 一

環 と して の 日本語教師養成講座が実施され たようである｡

-
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は社団法人国際日本語普及協会が実施) を､ 200 2 年から ｢親子参加型日本語教室+ の 開設事

業を､ 2 003 年には ｢ 日本語ボラ ン テ ィ ア研修事業+ の 実施をは じめ ､ 地域日本語活動の活性

化を促して い る｡

2
.
2 地域 日本語活動の 目標

地域 日本語活動の 目標は ､ 言語形式に関す る知識 の獲得で はなく､ 学習者自身が コ ミ ュ ニ

ケ ー シ ョ ン行動の状況を理解で き､ 自分を中心 にお い て ､ それに応 じた行動､ 言語運用がで

きる こ とが目標で あると言える ｡

多くの 人が地域 日本語活動の 目標は ､ 参加者で ある定住外国人の 日本語力の向上で あると

答えるだろう｡ しかし､ 定住外国人の 多様性を考えると単純に大学や日本語学校の ような教

育機関に い る学習者の よう に ｢ 日本語力の 向上+ とは言えない ｡ あえて提示するとしたら､

｢ 日本語を使 っ て自己表現 し快適な生活をする ため の 日本語力の 向上+ で ある ｡ つ まり､ 日

本語学習は手段であり最終的には学習者自身をとりまく コ ミ ュ ニ ティ 内で 自分 らしさを保持

しながら円滑に コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン行動がとれる こ とが重要事項となる ｡

しかし､ 地域 の 日本語教室で は ､ ｢ 自分 らしさの 保持+ ､ ｢ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動+ など

に つ い て十分議論されずに ､ ｢ 日本語学習 - 言語形式 ( 文法) に関する知識 の 獲得+ に重点

が置かれがちで ある ｡ その ため ｢学習者 - 外国人+ と ｢ 支援者 - 日本人+ と いう対等で ない

関係ができ るが､ こ の 対等で な い 関係を断ち切り､ ｢ 日本人 ､ 外国人を問わず共に学び教え

あう場+ として の 活動空間を築き上げる こ とが重要で ある ｡

2 . 3 活動の 内容と方法

内容 : 生活や コ ミ ュ ニ ティ に関するもの ｡ リス トとして は ｢リ ソ ー ス 型生活日本語+ 等｡

内容は学習者をとりまく コ ミ ュ ニ テ ィ や生活に密着したもの でなけれ ばならない ｡ この

項目リ ス トに関して は､ すで に社団法人国際 日本語普及協会が ｢ リ ソ
ー ス 型生活日本語+

を作成しており､ それを活用で きる ｡ ｢ リ ソ ー ス 型生活日本語+ ⑥は､ ①来日した外国人が

生活を開始する場面 ､ ②現実の 生活場面 (家庭生活､ 社会生活､ 職場生活) ､ ⑨人間関係

に結ぶ ため の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン場面 ､ と いう大きく 3 つ の カ テ ゴリ
ー

に分かれて い る ｡

たとえば､ 生活開始場面 の中には､ ｢ 住ま い を探す+ ､ ｢ 電気/ ガス 等の手続きをする+ ､ ｢地

域 の きまりを知る+ ､ ｢ 行政機関 - 登録/ 届出/ 相談をす る+ ､ ｢学校 の 編入手続きをする+ ､

｢金融機関を利用する+ ､ ｢単に関する手続きをする+ ､ と い う 7 つ の 下位項目で構成されて

い る ｡ 日本人住民 と新来の定住外国人 の 間で よくお こ る摩擦の
一

つ で ある ｢ ゴミ 出し+ の

問題は ､ ｢ 地域社会の きまりを知る+ に以下 の ように ある｡

■ ゴミ の 出し方を知る

1 . 引越 しの 挨拶に言 っ て ごみ に つ い て聞く

2 . ごみの 出し方の ちらしをもらう

⑥社団法人国際日本語普及協会の ホ ー ム ペ ー ジか ら閲覧できる｡ h tt p‥/ / w w w . aj alt .o r g / r e s o u r c e /

-
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3 . ごみ の 分け方 ･ 出し方の ちらしを読む

4 . ごみ集積所の看板を読む

5 . ごみの 出し方に つ い て確認する

6 . ごみの 出し方を間違えて 謝る

たとえば ｢ 引越 しの 挨拶 に言 っ て ごみ に つ い て 聞く+ の 具体的な シラ バ ス は ､ 【場面 :

隣の家】､ 【状況説明 : 木村マ リアさん は引越先 の 隣の家の 人に あい さつ に行 っ て ごみの 出

し方につ い て 聞く】､ 【言語行動: ごみ出しをたずね る会話集】､ 【語嚢】､ 【大切 な言葉】､

【大切 な文型】､ 【社会文化情報: 引 っ 越 し等ごみ が大量 に出た場合 ､ どうした らい い か近

所の人 に聞く｡ ごみの 出し方は地域 によ っ て異なる】 と いうように記述されて い る ｡

方法 : 参加者相互の やりとり

方法に関して は ､ 田中 (1 9 96) ､ 春原 (19 99) な どが ､ ｢教育+ を地域 に持ち込む危険性

を述 べ てい る ｡ 定住外国人 にと っ て ､ 自らの アイ デ ン ティ テ ィ を保ち つ つ ､ 生活を快適に

し､ さまざまな コ ミ ュ ニ ティ ネ ッ トワ ー クを築くこ とが日本語学習 の 目的であるの ならば､

活動の 方法も参加者相互 の やりとりを重視した方法が望 まし い と考えられ る⑦｡ しか し､

｢教育+ ならばなん らかの教授法が存在して い るの で その教授法を参考に実施する こ とが

で きるが､ 人間関係の や りとりを重視したコ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン 活動は どの ように行えばわ

か らない とい う声が多 い ｡ 実際 ､ 多くの 地域の 日本語教室で は ､ 日本語教授法を取り入れ

て活動を行 っ て い る ｡ また､ 日本語教室の教授者的役割を担う人々 にア ン ケ
ー トをとる と､

｢ も っ と日本語教授法に つ い て学びた い+ とい う要望が強 い ⑧｡

｢ 参加者の相互 の やりとりにおける参加者全員の 学び+ の有効性や重要性は語学教育に

おける コ ミ ュ ニ カテ ィ プア ブロ ー チや正統的周辺学習論も強く主張して い る⑨｡ また､ 地

域 の 日本語教室 の現場を経験 して い る筆者たちも ､ 多文化共生社会や社会教育的な視点か

ら､ ｢参加者の 相互の や りとり における参加者全員の 学び+ は ､ 重要で あ ると考え る｡ 相

互 の 人間間の やりとりを重視した方法が実現される ため に は ､ コ ミ ュ ニ ケ ー

シ ョ ン活動の

実践的な方法の 習得が日本語母語話者側 に要求されてくるで あろう｡ コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン

活動の 具体的な方法の研究お よ び開発が今後の 課題である⑬｡

2
.
4 具体的な構成

さまざまな地域で活動の構成に つ い て の 工夫が なされて い る ｡ こ こ で は､ - 具体例として ､

⑦武蔵野市 (2 0 0 0) の 報告書を見 ても日本語を通 した交流プ ロ セ ス に焦点を置い て い る活動を行 っ て い

る｡

⑧2 0 0 0 年 に東海日本語ネ ッ トワ ー ク が東海地区の 日本語ボ ラ ンテ ィ ア教室の ボラ ン テ ィ ア2 32 人 にア ン ケ

ー トを行 っ た ｡ 禾勢 (2 0 04) p p .3 4-35

⑨ ジ ー

ン ･ レイ ブ他 (2 0 00) p p .76-8 0

⑲三森 (2 0 04) は ､ 日本語母語話者が話す力を鍛える必要があると主張し､ 日常会話の 中でだれの ことを

言 っ て い る の か ､ 簡単に ｢ あれ+ ､ ｢ み んな+ ､ ｢ - とか+ ､ ｢ -

く らい+ と い っ た特定しにくい 表現を使わ

ない ､ か み合 っ た問答をする､ などということを助言 し実践的なトレ ー ニ ン グを提示 して い る ｡

-
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以下の ような構成を提案する ｡

( 1) 参加者 : 外国人参加者と日本人参加者

日本語教室における教授者
一

人 に対して複数の 学習者という構成で はなく､ 可能である

ならば同数の 外国人参加者と日本人参加者が望ま しい ｡ こ れらの 参加人数構成 によ っ て ､

外国人参加者と日本人参加者の多様なや i) とりが生 じ､ 日本語使用 の必然性がうまれる⑪｡

また ､ 日本語非母語話者第二 言語話者は ､ コ ミ ュ ニ ケ - ン ヨ ン を行う自信を獲得して い く ｡

一 方､ 日本語母語話者は 日本語非母語話者とコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン をするため の 言語的､ 非

言語的調整能力を学ぶ機会がで きる ｡ よ っ て 地域 日本語活動に は ､ 教授者は必要とせず､

活動を行う際の 進行役とコ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を行う参加者で構成される こ とに なる｡

(2) 活動素材 : 映像素材

映像素材を提案した理 由として次の ような映像素材の特徴を挙げる こ とがで きる｡

1 . 状況 と言語の つ ながりが密接で ある ｡

2 . 言語外行動や背景に つ い て視覚的に提示できる ｡

3 . 状況 にある
一

定の まとまり ( ス ト ー リ ー 性) がある ｡

4 . 何度も再現で きる｡

さ らに付け加えると､ 日常性や ドラマ 性があ ると､ 参加者は映像素材の 登場人物に自分

を重ねて視聴し､ 現実性がさらに高ま る⑩｡

( a) 活動計画の 設定法

学習者の ニ ー ズ に合わせ ておおまかな活動計画を作っ て い かなければならない が ､ 学習

ニ ー ズは学習者自身が明確に意識 して い るもの もあれば､ 本人がま っ たく意識して い ない

もの もある ｡ また日本で生活して い くうちに学習 ニ ー ズが変わる場合もある ｡ こ の ような

状況に対処するため に学習者と い っ しょ に学習 ニ ー ズを考えて いくとい う姿勢が重要であ

る｡ 前述したように活動項目リス トは ｢ リ ソ ー ス 塾生括日本語+ を活用 し､ こ の 項目にあ

う映像素材をさがす作業を行う方法もい い か もしれな い ｡ 5 回程度の 活動計画を立て て ､

参加者全貞で相談しながら進め てい く方法もある ｡

3
. ｢ 状況+ とは何か

以上 ､ 地域 日本語活動には ､ ｢母語話者と非母語話者の多様なや りとり+ と ｢ 状況を取り

入れた活動内容+ が重要で ある こ とを述 べ た｡ こ こ で は､ ｢ 状況+ に つ い て考察を行う｡

ネ ウス トプ ニ ー (2 00 2) は ｢ 日本人と接触する異文化 の 人の抱 える問題 はセ ン テ ンス を作

る こ とでもなければ､ 狭 い 意味で の コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ンをす る こ とで もない ｡ 問題は 日本人

との 相互行動にある+ と述 べ て い る ｡ そして ､ 母語話者と非母語話者との接触場面で の行動

⑪米勢 (2 00 2) 他､ さま ざまな教室で日本人を人的リ ソ ー ス と して取り込んで い る｡

⑫日本語教育映像教材初級編 ｢ 日本語で だ い じ ょうぶ+ ( 国立国語研究所) 等も使 い やす い ｡ また ､ ｢ 日本

語教育支援ネ ッ トワ ー

ク ･ シ ス テ ム+ ( 国立国語研所) に会員登録をすると著作権フ リ ー

の 教材等も手

にい れ る こ とがで きる ｡
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-



足 立 祐子 ･ 松岡 洋子

の 重要性を説き ､ ｢ 彼らに指導すべ き能力は ､ 母語話者が どの ように行動して い るかで はな

く､ 接触場面 で非母語話者が どの ように行動すべ きかとい うことである+ と主張する ｡ 筆者

たちもこ の主張を支持し､ 地域 日本語活動にお い て ､ 学習者が日本語母語話者との 接触場面

にお い て日本語を使っ て相互行動がで きる こ とを重視する ｡

本稿で は ､ ネ ウス トプ ニ ー

(19 95) が使用した D .
ハ イム ズモ デ ル を元 に ､ 相互行動の 構

成要素を以下の ように規定した｡

①目 的 ; どん な場合､ 何の ため に行動するか

②場 面; い つ ､ どこ で行動す るか

③参加者; だれとだれが行勤し､ どん なネ ッ トワ ー

クを形成するか

④バ ラ エ テ ィ ー

; たとえば､ 方言､ 文体､ 口調､ 表情等､ どれを選ぶ か

G)内 容; どの ような内容か

⑥構 成; 内容項目を どの ように構成す るか

(五味 体; 行動をどの ように具現化するか

こ れらの構成要素全体が ｢ 状況+ で ある ｡ 状況中心 の学習を行うこ とで ､ 学習者は日本語

を使 っ て自己表現 し､ 相互行動をすると いう自らの 日本語学習の 目的､ 目標を再認識する こ

とができる の で ある｡

4 . 状況中心の 活動におい て支求められる もの

前述 の よう に､ ネウス トプニ
ー

(20 02) は､ 取り上 げられ るべ き学習内容は母語話者と非

母語話者との接触場面で あると主張し､ さ らに ｢ 日本文化の教 え方+ で中心 とな っ て い る問

題として取り上げて い る次の ような能力も重要な要素で あると述 べ て い る ｡

1 . 学習者と日本の 社会文化能力の 差異と同時に共通点も提示 で きる ｡ 差異を強調 しな

い ｡

2 . 日本社会の 中の バリ エ
ー

シ ョ ンを目立たせ る こ とができる ｡

3 . 日本人論や 日本文化 の ス テ レ オタイ プに反対す る姿勢を持 つ ｡

4 . 社会文化能力は細か い ル ー ル よりも
ー

股的なス トラテ ジ
ー

に支配されて い る ことを十

分理解して い る ｡

5 . 日本を美化する傾向を排除で きる｡

6 . 学習項目として取り上げる範囲の コ ン トロ ー ル がで きる｡

7 . 文法､ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン と社会文化的イ ン タ
ー

アク シ ョ ン の 支援プロ グラム を統合

で きる｡

こ の ネウス トプニ ー の 主張は､ まさに地域日本語活動における日本語母語話者にも求め ら

れて い るもの である と言える｡ 以下具体的に検討を行う ｡

4
.
1 なぜ接触場面か

接触場面という言葉が使われて久しい が､ 地域 日本語交流活動の 中で接触場面
-

日本語母
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語話者と日本語非母語話者と の コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン場面 - を取り扱う ことは重要で ある ｡ 接

触場面で は､ 日本語母語話者同士で あれば暗黙 の 了解ですまされて い る､ い わゆる ｢ 文化+

に関わる ことが適用 されな い 場合がある ｡ また､ 接触場面で は ､ 細川 (2 003) が述べ て い る

『文化』 と いうもの は ､ 集団として の 『社会+ の 中に あるの で は なく ､ 人 間
一 人 一 人 の個人

の 中にある暗黙知の総体として捉えられる こ とに なる+ 点が重視される｡ よ っ て ､ 地域日本

語活動の 目標は前述 どおりで あるが ､ ｢ 自己表現 の ための 日本語+ の内容は ､ 接触場面に お

ける 目標行動を､ 目標言語における社会規範を含ん だ固定的な枠組みの リス トとして で はな

く､ 学習者側 の視点にたち､ 学習者が遭遇するそれぞれの 接触にお い て無限に存在するもの

と捉える｡

そして 日本語非母語話者に とっ て目標言語における社会規範を､ 自己表現 の ため に どの よ

うに活用するかが問題となり､ また､ 日本語母語話者にと っ て は､ 上述 の ネウス トプニ
ー

の

指摘するように日本語をス テ レオタイプ化したり美化したりしない ようにするために､ 接触

場面が有効的で あると考える ｡

4
.
2 活動で提示する状況は課題遂行型で ある

接触場面における相互行動の すべ てが課題遂行型の もの で はない が (たとえば､ 漫然とし

たお しゃ べ りな どもある) ､ 日本語非母語話者が必要度の 高い接触場面 は課題遂行型 の 相互

行動で ある｡ 接触場面､ 課題遂行型と限定して も取り上げる項目は ､ 無 限に存在する こ とに

なる ｡ しかし､ 地域 日本語活動は ､ ｢ こん なときに こう言えば い い+ と いう公式の ような知

識 の積み重ねを強要する学習教室で はなく､ 活動に参加する全員が コ ミ ュ ニ ケ
ー

シ ョ ン行動

の 担い 手として ｢ どうい う状況 の ときに ､ どう言うか､ また どう行動するか+ とい う能動的

判断体系を形成して いく過程である と考える ｡

5
. 地域 日本語活動の 具体的な内容

こ こ で は､ 具体例 を示 す｡ たとえば､ 著作権が フ リ
ー

の 映像教材 『こ ん なとき日本語で

(1 988)』(㈲日本テ レビ文化事業団) の ｢ コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア その 2 + を例 としてあげる ｡

(『こ んなとき日本語で』 は外国人と日本人 の接触場面を扱 っ て い る映像教材で ､ 同じ場面を

日本語に不慣れな外国人が登場するもの と､ 日本語 に慣れて い る外国人が登場するもの と二

種類あり､ 見比 べ ながら進めて いくこ ともできる ｡)

｢ コ ン ビ ニ エ ン ス ス トア その 2 + の 内容 :

帰りが遅くな っ たため い つ も行く店舗が閉ま っ て い て ､ しかたなくコ ン ビ ニ エ ン ス ス トア

で買い 物をする外国人女性が い る｡ 傷用 の 鮮創膏を買 い た い が名称がよくわからず､ 店員に

動作と簡単な単語を使 っ て 聞く ｡ 店の 中に い ろ い ろな客 の 出入りがある ｡

活動例 :

① ｢ コ ン ビ ニ エ ン ス ス トアその 2 + を参加者全員で 2 ､ 3 回視聴する｡

②進行役の 日本人が映像を止め ながら､ たとえば以下 の ような項目を話題 に して ､ 時に は全

-

1 9
-



足立 祐子 ･ 松岡 洋子

貞で時には ペ アや小 グ ル ー プに分かれて話し合 っ て いく ｡

･ コ ン ビ ニ ( どん なとこ ろ ､ どん なとき使う､ な にがで きる)

･ ミ ラ ー (万引き防止 ､ 発見)

･ 冷蔵庫 ( シ ョ ウウイ ン ドウ形式､ ス
ー パ ー とは違う)

･ 名前を知らない もの を探して買う場合の店員さん に どの ように尋ね るか｡

･ ペ ッ ト ( コ ン ビ ニ で は ペ ッ トは 中に入れな い ｡ 店員さん の注意の しかた)
･ D P E の受け付け ( お名前は ? 前田様)

･ 相手の言うことがわからない とき の確認方法等｡

ペ ア や小 グル ー プで話し合 っ た ことをみんなの 前で発表したり､ 文章に したり､ 学習者

の 好みや必要性に応 じて ア ウトプッ トの 方法はさま ざまな方法がある｡ 日本の 事情だけで

は なく､ 参加者の 国の 事情に つ い て質問を行い 日本以外の状況に つ い て知識を得る｡

日本語に不慣れな学習者には ､ ペ ア ワ ー

ク の 際に､ こ の状況で は この ように言うという

ような文型練習に使 っ ても い い ｡

⑨文型等の 言語形式に着目したい場合は ､ ある
一

定の状況の 中で使用されて い る言語表現に

着目して提示すると い う方法をとる ｡ しかし､ 小山 (20 02) が主張する ように文型や 文法

規則 を学習して その 後それ らを使 っ て どん な表現を作り出す こ とがで き るかとい うこ と

は､ 実際の 思考の 流れと逆の 発想をとる ことにな るの で ､ 思うように話せ なくなる恐れが

ある ｡ したが っ て ､ 文型から文脈 へ とい う逆行する手順 は取らな い ｡

6
. 残された問題

今後の 課題として 以下の 項目があげられる ｡

( 1) 地域日本語活動の 内容の あ い ま い さ

本稿で は､ 地域 日本語活動の 具体的設定の概略しか述 べ て い な い ｡ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン行

動や実質的な行動は ､ その地域や コ ミ ュ ニ テ ィ独自の ル
ー ル (地域性) と実際 に行動を行う

人 (当事者性) に よ っ て変化する ｡ よ っ て ､ こ れ以上 の設定は ､ その コ ミ ュ ニ テ ィ の状況や

事情に応 じて すべ きと考えるからで ある ｡

しか し､ こ の あい ま い さが ､ 日本語母語話者の ｢ 日本語 は こうで ある+ とい う無意識 の 断

定と現状 とのずれを作 っ て しまう可能性があり､ こ の 矛盾を克服する工 夫が必要 である ｡

( 2) 日本語母語話者ボラ ンテ ィ アの 養成

今回提案した具体的な内容は
一

言で言えば､ 生活に関係する内容の 映像素材を見て ､ その

中に出てくる言語的な要素､ 非言語的な要素､ 文化や習慣に 関わる要素に着目し､ 話しあ っ

たり教えあっ たりすると い う単純なもの で ある｡ しかし､ 映像素材に出てくるさま ざまな要

素を日本人は ｢ 当たり前+ と捉えて しま い ､ 見過 ごして しまう場合が多 い ｡ よ
､

っ て ､ 日本語

母語話者ボラ ン ティ ア養成と してイ ン タ ー

アク シ ョ ン全般に問わる項目に着目できる ような

ト レ ー ニ ングが必要にな っ てくる ｡ こ れは､ 言語的な要素に関する気づ きだけで は なく ､ ネ

ウス トプニ ー の 言う言語社会行動や社会文化行動に関わる要素な どにも配慮で きるような人
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材養成に つ なが る ｡

さらに ､ 繰り返 しになるが ､ 多文化共生社会に根ざした対等な関係を構築するための地域

日本語交流活動には､ 相互 の 人間問の やりとりを重視した コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン活動の実践的

な方法の 習得も必要である ｡

(3) 長期滞在者の ため の 日本語の体系的な知識習得支援の保障

地域 日本語活動で は ､ 日本語の 体系的な知識習得支援は不可能である ｡ こ の 支援に関して

は ､ 多くの 日本語教育関係者が主張す るように早急 に政府や自治体及び大学レ ベ ル で実施す

べ きもの と考える ｡ さらに ､ 定住外国人 に対する 日本語 の体系的な習得支援の 活動と地域 日

本語活動と どの ように連携して いくの か､ 十分議論して い かなければならな い ｡

2 004 年10 月2 3 日に新潟県中越大震災が起 こり､ 緊急時の在住外国人支援シス テム の構築が

叫ばれて い る ｡ 長岡市で 開催された新潟県中越大震災復興 フ ォ ー

ラ ム ⑬で は ､ 緊急時の 多言

語情報の 提供､ 他府県との ネ ッ トワ ー

ク構築の重要性が報告され､ 緊急時の ため には平常時

から信頼ある人間関係作りが必要で あると いうこ とが指摘された｡ また､ 多言語サ
ー ビス だ

けで なく ､ 非日本語母語話者に とっ て わかりやすい 日本語使用 の必要性もあげられた｡ 地域

日本語活動は ､ まさに ､ 日常生活の 中で だれにと っ て もわかりやすい 日本語を使っ て コ ミ ュ

ニ ケ ー シ ョ ン をとりなが ら､ コ ミ ュ ニ テ ィ の 中で 関係作りを行える貴重な場で ある と言え

る ｡

解決して い かなければならな い 課題が多く残されて い るが､ 日本語教育関係者として多文

化共生社会構築の ために貢献すべ き課題で あると考え ､ 今後も継続して研究を進め たい ｡

本稿は20 02 年反日本譜教育学会秋季大会 (於高知大学) で足立祐子と於岡洋子 (岩手大学

国際セ ンタ ー) が口頭発表した内容を加筆修正 したもので ある ｡
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